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要約:ス タデ ィスキルズは 、大学 において1)主 体 的に学ぶた めに必要 な基本的な方法 を習得す ること、2)

学生が今 後社 会に出 るにあたっての社会対応能力の養成 を目的 と して初年次科 目として設 け られてい る。

安 倍首相 の要請 で2015年 度 か ら就活解禁時期が3月 末に変更 され る見通 しで、就活時点で の学修 の到達度

について よ り高い レベル が要求 され るよ うになることが予測 され る。 このた めスタデ ィスキル ズの授業 目標

の両輪であ る専門教育への導入 と人間力形成 について もよ り意欲 的な取 り組みが求 め られ ると考 える。

本稿 は筆者 が担 当 した2012年 度の スタデ ィスキル ズの講義の 中で特 に専門科 目へ の橋渡 しを 目論んだテ

ーマについてその内容 をふ り返 り、学生が得た こ とお よび課題について考察 し、今後 の取 り組みの方向性 に

ついて検討 した ものであ る。

1.は じ め に

2004年 にス タデ ィスキル ズが本 学の初年次 教育

1)・2),3)として導 入 され てか ら本年度 で9年 目を迎

えた。 大学入学以前の受 け身的な勉学か ら自律的 に

意欲 を持 って取 り組 み ことが前提にな る大学で の学

修にスムーズに移行 でき るよ うにす るこ とが スタデ

ィスキル ズの授 業の主 目的であ る。

大学の出 口であ る就職 の観 点では、 日本経済団体

連 合会(経 団連)が2012年7月30日 に発表 した 「新

卒採 用(2012年4月 入社対象)に 関す るア ンケー ト

調 査結果 の概 要」に よると、企業が選考時 に重視す

る要素の1位 は9年 連続 で 「コ ミュニケー シ ョン能

力」(82.6%)と なってい る。2位 以下 は 「主 体性」

(60.3%)、 「チ ャレンジ精神 」(54.5%)、 「協調性」

(49.8%)と 続 いてい る。

この よ うに大学の教育において学力 のみ にと どま

らず コ ミュニケー シ ョンカに代表 され る人間力 の醸

成 も社会か ら強 く要請 されてい る。

そ のため本学 において は1)主 体 的に学ぶ ため に

必要 な基本 的方法 を習得す るこ とお よび2)学 生が

今 後社 会に出 るにあたっての社 会対応能力の養成 を

両輪 と してス タデ ィスキルズ を専任の教育講師が実

施 してい る。

表1に スタデ ィスキル ズで学生へ身 につけ させ た

いスキルを2013年 度のシ ラバス よ りま とめた もの

を示す。

本稿 では、2012年 度 に筆者 が行 った講義の 中で、

特 に専門科 目への スムー ズな移 行を 目論んだテーマ

についてその内容 をふ り返 り、学生が得た ことお よ

び課題 を考察 し、今後の取 り組 みの方向性 について

検討 を行 った。

表1.ス タデ ィスキルズで醸成す るスキル

(2013年 度 シラバ ス4)に 基づき作成)
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2.2012年 度 の ス タデ ィス キル ズ 実 施 内容

2.1全 体概要

筆者 が担 当 した スタデ ィスキル ズ全8回 の講義 の

構成 を図1に 示す。

1～5回 までの前半は基本的 スキルの醸成 を行い、

後半はPBL(ProblemBasedLeaming)5)・6)で 課題

テーマを もとに調 査 し、 自分の意見 をま とめ、発表

す ることで 「考 え ・行動 す る」力 を醸成す る。 この

よ うに2つ の フェー ズに分 け実施 してい る。各回の

授 業のテーマ と具体的な内容 を図2に ま とめた。
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図1.全8回 の講義 の構成

ポー トの 「書 く力」を、第5回 ではニュースを題材

に 「読む力」、情報 を 「整理 し、ま とめ る(要 約)力 」

の醸成 を 目指 した。

2.3後 半の フェーズ

自らの力で課題 を発 見 し、解 決すべ きテーマを設

定す る。続 いてKJ法 を用いた グル ープ デ ィスカ ッ

シ ョンを通 じ、自らのアイデアをブ ラッシュアップ し

て提 言書 として レポー トに仕上げ、その内容 をみん

なの前で発 表す る、とい う一連のプ ロセ スを経 験 し、

自らが主体的に行 動 し、考 える力の醸成 を 目指 した。

i鰯1回

,聖9

[鰺3回
[

[嗣 回

1鵬 囹

.第6圃

i纂7回
」

纂8画

"、 一'て一ド六 学の 購畿 ノートを

とる(大 掌の隈属)

1分 閾7レ ゼンテーシ圃ンに焼 験
(聞e上 享は躇上手〉

層麟 の動8を 魂体 力 学で勾 える
(事実と擢旨)

世の 中の トビツク情繧 壱「よ6」
(メダイア1帰ラシー〉

諏■凋露(1)

躁 題テーマを決 める
(糧題兜見.クルーフ9「イスカ7シrン'

璽口禰鳳2)

曝 ■テーマへ の提言 魯 修鷹
〔自分の句え艶蔭とめる)

サンデル教授の授粟(ビデオ)壱題

輔にノートテークの茜礁を学ぶ

塞人紹介のシ㌍ 卜7レゼン聖通じ

鰻■1と伝えることの畠ホを学ぶ

属船を使った簡昌鍵験を運材に輿

験レポート1摩峨の着本琶学ぶ

纏数の情耀ソース壱もとに鏡み方、

翼約のトレーニング琶行う

KJ法 を使い目分逼で課題テーマを

決め.回 査・■約力を■える

閥題の楓置壷遍鰐し、自分の脅え
を擾言にまとめる.

ス トーり一

隻簾騨 難こ磁職
マ碇6爆.A監 む"'楯 蟹・"」 ●繕嘱

き両伽 ℃■8覧"嬉噸,鶴 知

.ろ コ'ぞ・改ぴ 解8繍檎.

,,識晒◎8炉

パワーポイントを使用し.5分 で自

分の奢えを兜羅(■ 人免侵)

図2.各 回の実施 内容

2.2前 半 フェーズについて

図1に 示 した前 半 フェー ズで は 図3に 示 す9つ

の力2)に ついて グルー プ ワー クに よる各種演習 を取

り入れなが ら授 業 を進 めた。

第2回 では、サ ンデル先生の講義 を題材 に「聴 く」、

「書 く(記 録)力 」、第3回 では友人紹介 を行 うこ と

で 「聴 く(イ ンタ ビュー)力 」、 「伝 える力 」、第4

回では、簡 易実験 を通 じ結果の 「整 理力」 と工学 レ

コ ・《

図4.PBLに よる後半 フェーズ の授業風景

3.専 門科 目へ のスムーズな移行 を意識 した
授業

第4回 の流体力学実験は、専門科 目へのスムーズ

な移行 を意識 し、実際に実験を行って工学 レポー ト

にま とめ る(レ ポー ト作成 は宿 題)ま で行 うとい う

ログラムであ る。

筆者 は2年 次の学生に対 し機械 工学 基礎実験 の中

でメカ トロニ クス実験を担当 してい るが、実験 レポー
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トで の結 果 お よび 考 察 の記 述 が 不 十 分 で、 添 削

で指 導 す るものの、 個々の対 応 では限界 を感 じてい

る。

実験 レポー ト作成 においては、起 きた事象 をっぶ

さに観 察 し、観 察で きた 「事実」 を正確 に記述 した

ものが 「結 果」であ り、その事象がなぜ起 き、何が

課題 でその解 決には どの よ うな方策が あるのか な ど

を推 測 し、「推論 」としてま とめたものが 「考察」で

あ ると考 えてい る。 この ことを理解 して も らうた め

に早い時期 に工学実験 とは ど うい うことを行 うのか 、

また結果や 考察 とは ど うい うものか を知 って も らう

意 味で スタデ ィスキル ズの授 業の一 コマ をあててい

る。

3.1事 実 と推 論

事 実 とは ど うい うものか、推 論は ど うい うこ とを

言 うのか説 明 をす る。 その後に、実験結果は事実 を

考察は推論 を記述 す るものであ るこ とを理解 して も

ら うために1枚 の写真 を使い、その 中か ら5つ の事

実 と3っ の推 論を導かせ る演習 を冒頭 に行 ってい る。

根拠 に基づ き結論 を出す とい うロジカル ・シンキン

グ8)・9)の訓練で もあ る。

図5に 本年度 で使用 した写真 を示す。本社 写真は

高知駅に停車 してい る特急南風であ るが、 このこ と

は学生には伝 えず 、写真 の観 察 を行わせ る。

この写真 か ら1チ ーム4名 の メンバーで話 し合いな

が ら事実 と推論 を抽 出 し、図6の 様式で 白板 に書い

て もら うlo)。

1チ ームだけでは、事実 と感 想や推 論 を混 同 して

いた りす るが、抽 出結果 を発 表 させ 比較 させ るこ と

で学生 自身 が事実 とは ど うい うものか、推論 は どう

い うものかの気 づ きと理解 が進 む。

3.2風 船を用いた流 体工学実験

」卜蝿1

1.

2.
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S.

鞘
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図5.観 察写真

図6.事 実 と推論のま とめ

実験 その ものは、図7に 示す よ うにつ り下げた2つ

の風船 の問に息を吹 きかけ、風 船が ど う動 くか を観

察す る簡 単な ものであ るが、まずは学生に結 果の仮

説 を立て させ 、その仮説 を検 証す るとい う形 で実験

を進 め る。

再 現性 を確保す るために必 要パ ラメータを抑 え、

実際の工学実験に準 じた形で進 め る。

誰が実験しても同様の結果がえられることが重要

・実験方法、実験 のパラメータ(変数)を

明らかにする
籔1パ ラメータ(変敷)

・-15cm7cmOcm

息をかける

強さ

図7,実 験 方法 の説 明

つ づいて4人 一組 のグループで実験 を開始 す る。

各 パラメータにおいて どんな事象が起きてい るのか

可能 な限 り正確 に記録す るよ うに注意 喚起をす る。

実験 の風景を図8に 示す。

実 験結果 は どの条件 において も近づき方に違いが

あ るものの2つ の風船が近づ くとい う意外 な結果 と

な るのであ るが、実験の終了後に、結 果が説 明でき

るベ ル ヌイの定理 の簡単な説 明 とレポー トの書 き方

を説 明 し、 レポー ト作成 を宿題 と して授 業は終了す

る。

3.3実 験 を通 じて学生が修得 した もの

授 業感想 か ら到 達度 と何 を学んだかを抜粋 した。
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図9.到 達度の確認結果

図8.実 験風 景

授 業での到 達度 は、3項 目について5段 階で評価 し

て もらってい る。 その結 果 を図9に 示す。

実験結果 の客観 的観 察 し、記録 す ることはで きた

とい う回答 が多 く、結果 を説 明す るの に必要 な理論

についてはほぼ理解 がや やで きなか った との回答 に

なってい る。

授 業で得 た ことについては、 自由記述 して も らっ

た中か ら代 表的な ものを原 文のま ま以下 に示す。内

容 は 「レポー トの書 き方」 と 「今後の生か し方」の

2っ に大別 され る。

【レポー トの書き方】

・考察は ど うして も書いてい るときにやや感 想 に近

づいて行 く傾 向に あったので、今回 の授 業はその

問題を解 消す る良い きっか けにな った と思 う。

・今 回の講 義で最 も重要だ と思 ったの は、 レポー ト

を書 く上 では事実 と推論 は必要不可欠 であ る とい

うこ とだった。 実験 によって事実 を抽 出 し、その

事実 を理論 な どを用い て推論 に持 って行 く。 この

こ とが レポー トで とても重 要で ある ことが今回の

講義を通 じてわかった。

・実験の内容 をどの よ うに説 明的文章 にす るのか を

理解 す ることができた。

・レポー トは見 る人に 自分が何 を して、 どう考 えた

か、 な どを伝 えるた めには感想 や意 見ではな く根

拠 を述べ た上 で結論 を出 し、論理的 な文 章 を書 く

ことが重要だ と思った。

・レポー トは後か らみた人が見やすい よ うに、 また

再現で きる よ うにか かなければな らない。 ただ実

験 した のではな く、 いつ 、 どこで、 どの よ うにな

ど詳 しく書 くこ とで誰 もが わ か る レポー トにな

る。

・レポー トでは、見る人全員 が納得す るために、感

想 や意見 ではな くて実験結果 な どか ら理 由をはっ

き りと述 べたあ とで、結論 を出 さなければな らな

い。

【今 後の生か し方】

・論理 的な文章が書 けるよ うになれば、論文や レポ

ー トで よ り多 くの人 々にわか りやす く伝 え られ る

よ うにな ると思 う。

・大学では多 くの レポー トや パ ワーポイ ン トを使 っ

ての発表 があ る。 その時 に、説 明や発表 を受 けた

人全て がその通 りだ と納得 して も らえるよ うな内

容や文章 でなければな らないか らだ。 この ことを

キチ ンと身にっ けな ければな らない。

・や っぱ り実験は楽 しい。 で も実験結 果 を相 手に正

しく伝 えることは難 しい と感 じた。

・大学生になって これか ら卒論 や実験 レポー トな ど

が課題 になって きます。 その時に ど うい う表 現を

した らいいのか、 どうした ら相 手に伝 わ り易いの

か とい うことを考 えな ければな らない。

・流 体力学実験で必要な知識 であ るベ ルヌイの定理

につい て、今 の 自分で はそれ の原 理 がほ とん ど理

解 す るこ とが出来なか った。今 後 しっか りと学び

理解 を してい きたい と思 う。

この よ うに学生の コメン トか らは、工学での実験 レ

ポー ト必要 とされ る論理 的な文章 と して書かな けれ

ばな らない とい う意識 づけができた ことが見て取れ

る。

この よ うに、授 業感想 か らは授 業の手 ごたえを得

たのであ るが、提 出 された実験 レポー トは 自由記述

に述 べ られた気づき を反 映できた ものが少なかった

のが残念 であ る。一 コマ90分 の講義 ですべてを満 た

す のは困難 で、繰 り返 し行 うことが必要 と考え る。

図10に 提 出 を受けた レポー トの1例 を示す。
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図10.実 験 レポー ト

と して、安倍 晋三首相が経団連な どの経済3団 体に

要請 していた就職 活動 の解禁 時期の繰 り下げが受け

入れ られ 、2016年 卒 の学生(今 の新2年 生)よ り解

禁時期 が 「3年生の3月 」、選 考活動 を8月 にす るこ

とが決 まった。

このため、今 後学修 の到達度 について よ り高い レ

ベ ルが要求 され るよ うにな ることが予測 され る。

スタデ ィスキル ズの授 業 目標 の両輪 であ る専門教

育へ の導入 と人間力形成 について もよ り意欲 的な取

り組 みを行 ってい く必要があ ると考 える。 次年 度は

通期 での授 業担当や個 々のテーマでの ワー クシ ョッ

プ時間な どを見直 し、 よ り学生の好 奇心 を刺激 し、

達成感 の得 られ る授 業を模 索 したい。
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図11.授 業評価結果 の抜粋

4.課 題 と今後 の取 り組 み

第4回 授 業では授 業の狙い通 り、今後大学で行 う

実験科 目の基礎 となった とい う手応 えを感ず る。一

方で8回 の授 業を通 じた授 業評 価 を図11に 示すが、

今 後役立つかについては3.2ポ イ ン ト以上の評価 と

なってい るものの、十分な力がついた と思 うか?あ

るいは、関連分野が好きになったか?の 設問 につい

ては3ポ イ ン トを下回 る評価 となってい る。

8回 完結型 の授 業では一つ一つの スキル について

講義 す る時間は限 られ るため、イ ン トロ として理解

す るのが精 一杯 なのか も知れない。 一人 の教員が8

回完 結 と してい る現行 の授 業を15回 にす るな どし

て、一つ一つのテーマに十分な時間 を割 き、力がっ

いた ことを実感 させ る。 そ して学習 した こ との応用

まで考 えられ るよ うな授 業形態 とす るこ とが この解

決策 にな るのではないか と思 う。

参考文献

1)山 田礼子(監 訳),『 初年次教育 ハン ドブ ック』,

丸善株式会社,(2007)

2)学 習技 術研 究会,『 知 へのステ ップ』,く ろ しお

出版,(2002)

3)愛 媛 大学 ・学生支援機構,『初 年次教育テキス ト』,

(ZOio>

4)高 知 工科大学,『 シ ラバス』,(2013)

5)植 村繁 芳,『 問題解決 学習で教育を変 える』,学

分社,(2005)

6)中 尾 基,「PBLを 基軸 とす る工学教育プ ログラ

ム」,『 九州工大通信』,(2009)

7)塚 本真也,『知的な科 学 ・技術 文章の徹底 演習』,

コロナ社,(2009)

8)茂 木 秀昭,『 ロジカル ・シンキ ング入門』,日 本

経済新聞 出版社,(2011)

9)竹 田茂 ・藤 木清,『 知 の ワークブ ック』,く ろ し

お 出版,(2006)

10)櫻 井 茂男,『自 ら学ぶ意欲 の心理 学』,有斐閣,

(aoo9>

5.お わ りに

学生が学業に専念す る時間を増やすのが主な狙い
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Abstract: Study Skills is provided as a first-year education for the purpose of developing fundamental activities of 

students such as principle methods to study in university, social adaptive capability for the member of society. 

From fiscal year of 2015, job search for new university graduates will start in the end of March by the request of Prime 

Minister Shinzo Abe. This change requires for the students to mature their academic achievement higher than ever. 

Therefore it is considered that role of Study Skills as a bridge to the engineering education becomes more inportant. 

This paper describes the discussion results from the efforts of introduction to engineering education in the lecture of 

Study Skills for 2012 the author was in charge.
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